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第一編　近世在方集住大工とその発生形態
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第一章　各地の在方集住大工の概要
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三
木
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工
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点
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木
町
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戦
国
時
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に
は

別
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の
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下
町
で
あ

た
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火
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復
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城
下
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の
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は
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く
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活
動
時
期
は

一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

建
築
普
請
活
動

は
兵
庫
県
や
京
都
府
で
確
認
さ
れ

太
子
講

も
認
め
ら
れ
る

大
工
集
住
の
背
景
・
要
因

は
町
の
復
興
の
た
め
大
工
等
の
職
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呼
び

戻
さ
れ
た
こ
と
等
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関
係
し
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い
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と
考
え

ら
れ
る

主
に
寺
社
建
築
を
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が
け
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有

力
家
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特
に
見
ら
れ
な
い

一
三

　
比
延
大
工

　
兵
庫
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の
比
延
大
工
は

同
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内
陸
部
の

西
脇
市
に
属
し

中
世
の
荘
園
名
を
村
名
と

し
た
旧
比
延
庄
村
を
拠
点
に
し
て
い
た
大
工

で
（
図
1
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と
図
1
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参
照
）
大
工
名
は

旧
村
名
を
採
用
し
て
い
る13

近
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比
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含
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多
可
郡
は
姫
路
藩
領

幕
府

領

下
総
国
佐
倉
藩
領

相
模
国
小
田
原
藩

領
を
経
て

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
は

一
橋
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配
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緯
を
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時
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は
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

図1 11　長野県木曽郡木曽町宮越の集落

図1 12　兵庫県三木市の三木城址からの市街地

る
八
人
前
後
の
集
団
を
構
成
し
て
出
稼
ぎ
を

し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

大
工
集
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の
背
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・
要
因
は
良
質
な
木
材
の
産
地

木

・
杣
の
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在
等
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る

寺
社
や
民
家
の
建
築
の
ほ
か
に
明

治
期
以
降
は
洋
風
建
築
も
手
が
け
て
い
た

大
工
内
の
有
力
大
工
と
し
て
大
工
頭
田
中
家

が
確
認
さ
れ
る一

一
　
日
原
大
工

　
兵
庫
県
の
日
原
大
工
は

同
県
内
陸
部
の

美
嚢
郡
吉
川
町
（
三
木
市
吉
川
町
大
沢
）
を
拠

点
に
し
て
い
た
大
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で
（
図
1
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参
照
）
大
工
名
は
戦
国
末
期
に
吉
川
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移
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し
て
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た
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原
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の
家
名
を
採
用
し
て
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沢
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落
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に
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と
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活
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は
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六
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一
九
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建
築
普
請
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は
兵
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都
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れ
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の
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は
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大
工
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の
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通
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の
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と
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工

図1 13　兵庫県西脇市比延町岡之山から見た比延の集落

住
あ
り
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工
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の
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村
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記
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築
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築
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図1 9　新潟県三島郡出雲崎町の集落
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落
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図1 10　大窪（村）のあった富山県氷見市戸津宮の集落
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料
　
気
仙
大
工
と
民
家
持
仏
堂

　第
六
章
　寺
社
普
請

参
考
資
料
　
大
工
の
秘
伝
書

　第
七
章
　五
郎
吉
と
花
輪
喜
久
蔵

　第
八
章
　大
肝
入
・
吉
田
家
住
宅
と
大
工
棟
梁
・
七
五
郎

参
考
資
料
　
仙
台
藩
領
気
仙
郡
今
泉
集
落
絵
図
と
そ
の
町
場
住
居

参
考
資
料
　
南
部
藩
鬼
柳
と
伊
達
藩
相
去
の
藩
境
枡
形
と
そ
の
集
落
の
復
元

　第
九
章
　民
家
普
請
の
出
稼
ぎ
と
大
工
系
統

参
考
資
料
　
宮
城
県
北
と
岩
手
県
南
の
繁
柱
板
倉

第
一
〇
章
　気
仙
大
工
と
学
校
建
築

参
考
資
料
　
気
仙
郡
地
方
に
お
け
る
木
造
小
学
校
建
築
の
沿
革

第
四
編
　出
羽
・
越
後
・
甲
斐
・
周
防
の
在
方
集
住
大
工
と
そ
の
活
動

第
一
一
章
　出
羽
の
在
方
集
住
大
工
と
そ
の
活
動

参
考
資
料
　
最
上
三
十
三
観
音
堂
と
そ
の
普
請
に
関
係
し
た
職
人

参
考
資
料
　
出
羽
の
寺
社
建
築
に
み
ら
れ
る
力
士
像
と
鳳
凰
頭
部
の
木
鼻

第
一
二
章
　越
後
の
出
雲
崎
大
工
と
そ
の
活
動

参
考
資
料
　
越
後
の
出
稼
ぎ
大
工

第
一
三
章
　甲
斐
の
下
山
大
工
と
そ
の
活
動

第
一
四
章
　周
防
の
大
島
大
工
と
そ
の
活
動

第
五
編
　近
世
在
方
集
住
大
工
を
取
り
巻
く
環
境

第
一
五
章
　材
木
の
伐
り
出
し

第
一
六
章
　仙
台
藩
領
の
御
郡
棟
梁
と
在
方
大
工
の
統
率

参
考
資
料
　
仙
台
藩
領
磐
井
郡
東
山
北
方
の
諸
職
人
と
諸
職
人
棟
梁

参
考
資
料
　
東
北
の
在
方
大
工
と
そ
の
活
動

第
一
七
章
　最
上
川
水
運
の
大
石
田
河
岸
の
集
落
と
そ
の
諸
職
人

第
六
編
　近
世
在
方
集
住
大
工
の
形
態
と
そ
の
位
置
づ
け

第
一
八
章
　在
方
集
住
大
工
の
形
態

第
一
九
章
　近
世
建
築
社
会
で
の
位
置
づ
け
と
中
世
と
の
つ
な
が
り

参
考
資
料
　
東
北
の
中
世
建
築
工
匠
と
そ
の
史
料

第
二
〇
章
　近
世
在
方
集
住
大
工
か
ら
み
た
飛
騨
匠

結
　論　あ

と
が
き

　
　推
　
　薦
　
　文

内
田
祥
哉
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
　
　

　
こ
れ
ま
で
大
工
組
織
研
究
の
主
流
は
、
家
柄
の
知
ら
れ
た
棟
梁
が
主
役
だ
っ
た
。
一
方
、
日
本
に
は
大
工
と

呼
ば
れ
る
職
人
が
あ
ま
た
い
て
、
庶
民
の
た
め
の
家
造
り
を
支
え
て
い
る
。
本
書
は
、
著
者
が
永
年
調
査
し
て

き
た
気
仙
大
工
の
研
究
を
発
展
し
、日
本
全
国
の
在
方
に
集
住
す
る
大
工
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　「
在
方
」と
明
記
す
る
の
は
、社
寺
、幕
藩
な
ど
に
属
す
る「
町
方
」の
大
工
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た「
集

住
」
は
、
既
に
永
井
規
男
氏
の
使
う
表
現
だ
が
、
辞
書
に
は
な
い
新
語
と
い
う
。
戦
後
に
出
来
た
ア
パ
ー
ト
と
、

戦
前
か
ら
あ
っ
た
長
屋
を
包
括
す
る
の
に
造
ら
れ
、団
地
ま
で
拡
大
さ
れ
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
こ
で
の
研
究
対
象
は
、
あ
る
地
域
に
集
中
的
に
居
住
し
て
い
る
、
組
織
的
つ
な
が
り
の
薄
い
大
工
達
で
あ
る
。

分
か
り
易
く
い
え
ば
、
一
匹
狼
の
大
工
が
、
あ
る
地
域
に
密
住
す
る
現
象
で
あ
る
。

　
町
方
大
工
の
よ
う
に
地
域
に
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
出
稼
ぎ
の
一
匹
狼
が
、
な
ぜ
集
住
す
る
の
か
。
そ

の
疑
問
が
著
者
の
研
究
の
推
進
力
で
も
あ
ろ
う
。
調
査
は
三
陸
、
北
陸
、
近
畿
、
瀬
戸
内
に
及
ん
で
い
る
が
、

そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
る
。
発
生
に
つ
い
て
は
、
木
挽
き
に
始
ま
る
説
、
農
地
狭
隘
説
、
船
大
工
に
始
ま
る
説
、

中
継
地
集
落
説
、
そ
し
て
人
為
的
集
住
説
、
大
工
村
説
、
大
工
移
住
説
、
な
ど
、
七
つ
の
仮
説
を
あ
げ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
著
者
が
研
究
を
深
め
、
調
査
範
囲
を
拡
大
す
る
に
連
れ
、
深
ま
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。

　
こ
の
様
々
な
実
態
に
対
し
、
著
者
が
共
通
の
視
点
で
注
目
し
た
の
が
、
長
期
寿
命
の
建
物
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
維
持
管
理
で
あ
る
。
そ
こ
を
手
厚
く
し
て
、
仕
事
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
集
住
大
工
達
で
あ
る
と
い
う
。

五
箇
山
、
白
川
村
の
よ
う
に
普
段
大
工
の
い
な
い
地
域
が
、
集
住
大
工
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
著
者
は
、

富
山
の
薬
売
り
の
よ
う
だ
と
例
え
る
。

　
勿
論
、
各
地
の
災
害
復
旧
に
も
活
躍
す
る
。
大
工
事
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
大
工
よ
り
高
い
技
術
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
洋
風
建
築
も
早
い
時
期
に
手
が
け
て
い
る
と
い
う
。

　
明
治
以
来
、
欧
米
の
建
築
技
術
吸
収
に
熱
中
し
て
い
た
日
本
で
は
、
伝
統
的
大
工
技
術
が
認
知
さ
れ
ず
、
特

に
戦
後
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
代
建
築
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
も
、
大
工
が
造
る
仮
枠
な
し
で
は

始
ま
ら
な
い
。

　
近
世
在
方
集
住
大
工
は
、日
本
の
大
工
技
術
を
支
え
た
陰
の
力
で
あ
る
。
漸
く
始
ま
っ
た
こ
の
分
野
の
研
究
に
、

弾
み
が
つ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　「紙本著色　大石田河岸絵図」（部分）江戸後期・大石田町東町地区所蔵

気仙大工

小国大工

大石田大工

岩川大工

間瀬大工

出雲崎大工
大窪大工

宇仁大工
比延大工

木津大工
大島大工

半原大工

下山大工
木曽大工日原大工

三木大工
浦大工

塩飽大工
邑久大工

N

　
　本
書
で
と
り
あ
げ
る
在
方
集
住
大
工
一
覧

本
書
に
お
け
る
在
方
集
住
大
工
と
は
「
在
方
に

大
工
が
集
中
的
に
居
住
し
、
彼
ら
の
主
な
活
動

形
態
が
出
稼
ぎ
と
な
る
大
工
を
在
方
集
住
大
工

と
す
る
」
と
文
字
通
り
に
定
義
さ
れ
る
。

　
　著
者
略
歴

高
橋
恒
夫
（
た
か
は
し
・
つ
ね
お
）

一
九
四
八
年
宮
城
県
生
ま
れ
。
一
九
七
一
年
東
北
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学

科
卒
業
。
一
九
九
二
年
博
士
（
工
学
）。
現
在
、
東
北
工
業
大
学
工
学
部
建
築

学
科
教
授
。

主
な
著
書
に
『
日
本
民
家
語
彙
集
解
』（
共
著
・
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
・
一
九

八
五
年
）、『
大
工
彫
刻
／
社
寺
建
築
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』（
共
著
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
・

一
九
八
六
年
）、『
江
戸
期
お
よ
び
明
治
期
の
在
郷
大
工
集
団
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
　
気
仙
大
工
を
中
心
に
』（
学
位
論
文
・
一
九
九
一
年
）、『
気
仙
大
工

／
東
北
の
大
工
集
団
』（
単
著
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
・
一
九
九
二
年
）、『
最
上
川
水
運

の
大
石
田
河
岸
の
集
落
と
職
人
』（
単
著
・
山
形
県
大
石
田
町
・
一
九
九
五
年
）、

『
唐
桑
・
海
と
森
の
大
工
』（
共
著
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
・
二
〇
〇
四
年
）、『
日
本
の
町

並
み
Ⅲ
　
関
東
・
甲
信
越
・
東
北
・
北
海
道
』（
共
著
・
平
凡
社
・
二
〇
〇
四
年
）、

『
日
本
の
家
3
　
北
海
道
・
東
北
・
関
東
』（
共
著
・
講
談
社
・
二
〇
〇
四
年
）な
ど
。

木津大工
永
井
規
男
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
　
　

　
在
方
集
住
大
工
の
研
究
の
難
し
さ
は
、
ま
ず
資
料
収
集
か
ら
始
ま
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
当
の
集
住
大
工

が
住
む
か
、
ま
た
そ
の
仕
事
先
と
推
測
さ
れ
る
漠
と
し
た
地
域
に
お
い
て
、
労
ば
か
り
で
実
の
す
く
な
い
手
探

り
で
の
資
料
集
め
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
労
の
多
い
作
業
を
全
国
的
に
広
げ
て
、

交
通
の
便
宜
が
乏
し
い
各
地
で
の
調
査
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
嘆
賞
に
値
す
る
の
だ
が
、

そ
の
採
訪
は
常
に
複
眼
的
な
視
野
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
成
果
に
高
い
水
準
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
ま
た
大
工
研
究
で
あ
る
以
上
、
そ
の
作
品
に
触
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
筆
者
が
長
く
従

事
さ
れ
て
き
た
、
東
北
を
中
心
と
す
る
社
寺
や
民
家
の
建
築
調
査
の
積
み
重
ね
が
充
分
に
活
か
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
も
本
書
の
魅
力
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
在
方
集
住
大
工
は
過
去
の
存
在
に
な
り
、
関
係
資
料
も
ま
さ

に
湮
滅
直
前
の
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
と
き
に
全
国
的
な
規
模
で
の
調
査
資
料
を
提
示
し
て
い
る
本
書
は
、

豊
富
な
図
版
と
と
も
に
優
れ
た
資
料
集
と
も
い
え
よ
う
。
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第一編　近世在方集住大工とその発生形態

21

第一章　各地の在方集住大工の概要

名
は
旧
町
名
（
三
木
町
）
を
採
用
し
て
い
る12

三
木
大
工
拠
点
の
三
木
町
は
戦
国
時
代
に
は

別
所
氏
の
城
下
町
で
あ

た
が

戦
火
で
焼

か
れ
復
興
さ
れ
た
も
の
の

間
も
な
く
三
木

城
が
廃
城
と
な
り

城
下
町
と
し
て
の
機
能

は
な
く
な

た
（
図
1

12
）
活
動
時
期
は

一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

建
築
普
請
活
動

は
兵
庫
県
や
京
都
府
で
確
認
さ
れ

太
子
講

も
認
め
ら
れ
る

大
工
集
住
の
背
景
・
要
因

は
町
の
復
興
の
た
め
大
工
等
の
職
人
が
呼
び

戻
さ
れ
た
こ
と
等
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る

主
に
寺
社
建
築
を
手
が
け
た

有

力
家
系
は
特
に
見
ら
れ
な
い

一
三

　
比
延
大
工

　
兵
庫
県
の
比
延
大
工
は

同
県
内
陸
部
の

西
脇
市
に
属
し

中
世
の
荘
園
名
を
村
名
と

し
た
旧
比
延
庄
村
を
拠
点
に
し
て
い
た
大
工

で
（
図
1

13
と
図
1
30
参
照
）
大
工
名
は

旧
村
名
を
採
用
し
て
い
る13

近
世
の
比
延
町

（
村
）
を
含
む
多
可
郡
は
姫
路
藩
領

幕
府

領

下
総
国
佐
倉
藩
領

相
模
国
小
田
原
藩

領
を
経
て

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
は

一
橋
家
領
と
な
り

複
雑
な
支
配
経
緯
を
示

す

活
動
時
期
は
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

図1 11　長野県木曽郡木曽町宮越の集落

図1 12　兵庫県三木市の三木城址からの市街地

る
八
人
前
後
の
集
団
を
構
成
し
て
出
稼
ぎ
を

し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

大
工
集
住

の
背
景
・
要
因
は
良
質
な
木
材
の
産
地

木

・
杣
の
存
在
等
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る

寺
社
や
民
家
の
建
築
の
ほ
か
に
明

治
期
以
降
は
洋
風
建
築
も
手
が
け
て
い
た

大
工
内
の
有
力
大
工
と
し
て
大
工
頭
田
中
家

が
確
認
さ
れ
る一

一
　
日
原
大
工

　
兵
庫
県
の
日
原
大
工
は

同
県
内
陸
部
の

美
嚢
郡
吉
川
町
（
三
木
市
吉
川
町
大
沢
）
を
拠

点
に
し
て
い
た
大
工
で
（
図
1

28
参
照
）
大
工
名
は
戦
国
末
期
に
吉
川
谷
に
移
住
し
て
き
た
と

さ
れ
て
い
る
日
原
家
の
家
名
を
採
用
し
て
い
る11

旧
吉
川
町
大
沢
集
落
に
居
住
し
て
い
た
日
原
家

は
代
々
正
四
位
や
従
四
下
な
ど

位
階
を
称
し
た
大
工
で
あ
り

宮
大
工
と
し
て
多
く
の
寺
社
建

築
に
携
わ

た
と
さ
れ
て
い
る

活
動
時
期
は
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

建
築
普
請
活
動
は
兵

庫
県
や
京
都
府
な
ど
で
確
認
さ
れ
る

大
工
内
の
組
織
は
不
明
で
あ
る

大
工
集
住
の
背
景
・
要

因
は
前
述
の
通
り
戦
国
末
期
の
大
工
移
住
と
伝
え
ら
れ

丹
生
山
明
要
寺
と
の
関
連
等
も
考
え
ら

れ
て
い
る

寺
社
と
民
家
の
建
築
を
手
が
け
て
い
た

有
力
家
系
と
し
て
は
大
工
名
称
に
も
な

て
い
る
日
原
家
が
存
在
す
る

一
二

　
三
木
大
工

　
兵
庫
県
の
三
木
大
工
は

同
県
三
木
市
を
拠
点
に
し
て
い
た
大
工
で
（
図
1
29
参
照
）
大
工

図1 13　兵庫県西脇市比延町岡之山から見た比延の集落

住
あ
り

次
い
で
加
能
方
面
よ
り
名
工
が
来
て
大
工
を
し
た
の
が
当
村
大
工
職
の
始
め
と
な

た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

こ
の
こ
と
か
ら

間
瀬
村
で
最
初
の
大
工
職
人
の
出
現
は
大
工
移

住
に
よ

た
の
か
も
し
れ
な
い

寺
社
や
民
家
の
建
築
の
ほ
か
に
明
治
期
以
降
は
洋
風
建
築
も
手

が
け
た

大
工
内
の
有
力
家
系
と
し
て
は
篠
原
家
や
石
塚
家

田
中
家
が
確
認
さ
れ
る

い
る9

大
窪
村
は
石
川
県
鹿
島
郡
中
能
登
町

の
石
動
山
東
南
斜
面
に
あ
り

標
高
一
二
〇

一
五
〇
メ

ト
ル
余
り
の
傾
斜
の
き
つ
い

山
間
部
で
あ
る
（
図
1

10
）
活
動
時
期
は

一
六
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀

建
築
普
請
活

動
は
富
山
県

岐
阜
県

石
川
県
で
確
認
さ

れ

大
工
内
の
組
織
は
神
明
講
が
認
め
ら
れ

る

大
工
集
住
の
背
景
・
要
因
に
は
石
動
山

再
興
に
従
事
し
た
大
工
の
居
住
等
が
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

寺
社
の
ほ
か
民
家

の
建
築
に
も
携
わ

て
い
た

五
箇
山
や
白

川
郷
の
合
掌
造
民
家
に
大
窪
大
工
が
関
わ

て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る

大
工
内
の

有
力
家
系
は
特
に
見
ら
れ
な
い

同
じ
加
賀

八
　
出
雲
崎
大
工

　
新
潟
県
の
出
雲
崎
大
工
は

同
県
出
雲
崎

町
を
拠
点
に
し
て
い
た
大
工
で
（
図
1
25

参
照
）
大
工
名
は
町
名
を
採
用
し
て
い
る8

出
雲
崎
町
は
日
本
海
を
北
上
す
る
北
前
船
の

寄
港
地
と
し
て
栄
え

ま
た
北
国
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し

多
く
の
物

資
と
人
々
の
往
来
す
る
町
で
あ

た
（
図
1

9
）
活
動
時
期
は
一
七
世
紀
か
ら
二
〇
世

紀

建
築
普
請
活
動
は
新
潟
県

群
馬
県

福
島
県

北
海
道
で
確
認
さ
れ

太
子
講
が

認
め
ら
れ
る

大
工
集
住
の
背
景
・
要
因
に

図1 9　新潟県三島郡出雲崎町の集落

は
中
継
地
集
落
で
あ

た
こ
と
や
佐
渡
金
山
等
が
関
係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

寺
社
建
築
が

多
い
が

民
家
建
築
に
も
携
わ

て
い
る

大
工
内
の
有
力
家
系
と
し
て
小
黒
家
が
認
め
ら
れ
る

九
　
大
窪
大
工

　
富
山
県
の
大
窪
大
工
は

同
県
氷
見
市
上
戸
津
宮
大
窪
を
拠
点
に
し
た
加
賀
藩
の
御
用
大
工

（
拝
領
地
大
工
）
に
属
す
る
大
工
で
（
図
1

26
参
照
）
大
工
名
は
旧
村
名
（
大
窪
村
）
を
採
用
し
て

図1 10　大窪（村）のあった富山県氷見市戸津宮の集落

藩
の
御
用
大
工
（
拝
領
地
大
工
）
と
し
て
井
波
大
工
が
知
ら
れ
て
い
る
が

井
波
は
瑞
泉
寺
の
門

前
町
で
あ
り

瑞
泉
寺
の
普
請
に
も
深
く
関
わ

た
井
波
大
工
は
門
前
大
工
の
性
格
が
強
い
の
で

在
方
集
住
大
工
か
ら
は
除
い
た

一
〇
　
木
曽
大
工

　
長
野
県
の
木
曽
大
工
は

木
曽
谷
（
木
曽
郡

塩
尻
市

川
地
区

松
本
市
奈
川
地
区

岐
阜
県
中

津
川
市
神
坂
・
馬
籠
・
山
口
地
区
）
を
拠
点
に
し
て
い
た
大
工
で
（
図
1
27
参
照
）
大
工
名
は
こ
の

渓
谷
名
を
採
用
し
て
い
る10

な
か
で
も
宮
越
村
（
図
1
11
）・
原
野
村
（
木
曽
町
日
義
）
上
田
村
（
木

曽
町
新
開
）
荻
曾
村
・
菅
村
（
木
祖
村
）
に
大
工
や
木

が
多
く

そ
れ
ぞ
れ
宮
越
大
工
・
原
野

大
工
・
上
田
大
工
な
ど
呼
ば
れ
て
い
た

活
動
時
期
は
一
四
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀

建
築
普
請
活

動
は
長
野
県
や
岐
阜
県
な
ど
で
確
認
さ
れ
る

大
工
内
の
組
織
と
し
て
は
「
一
手
合
」
と
呼
ば
れ

　
　組
見
本
（
40
％
縮
小
）

近
世
在
方
集
住
大
工
の
研
究

高
橋
恒
夫（
東
北
工
業
大
学
教
授
）
著

高
橋
恒
夫（
東
北
工
業
大
学
教
授
）
著

近
世
に
お
け
る
日
本
各
地
の
主
要
な
在
方
集
住
大
工
（
地
方
在
住
の
大
工
集

団
）
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
長
期
間
に
わ
た
る
地
道
な
現
地
調
査
と
資
料
収

集
の
結
果
の
基
盤
的
デ
ー
タ
と
体
系
的
な
研
究
。
一
九
件
に
及
ぶ
大
工
集
団

の
発
生
の
背
景
や
要
因
、
そ
の
実
態
、
大
工
の
活
動
や
組
織
、
技
術
な
ど
の

形
態
に
つ
い
て
、
網
羅
的
か
つ
体
系
的
な
考
察
を
試
み
、
従
来
の
建
築
生
産

史
研
究
に
お
け
る
大
工
研
究
の
隙
間
を
埋
め
る
画
期
的
な
研
究
成
果
。
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